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2025年、春の予防シーズンがはじまりま
した。今年もしっかり予防しましょう。

3月に雪が降ったり、いきなり20度を超える夏日になったりと、気候が目まぐ

るしいですが、なんやかんやと4月を過ぎれば春。そしてノミマダニやフィラリ

ア症予防の季節ですね。ポラン通信でおさらいして、しっかり予防しましょう。

4月から6月は狂犬病予防注射

わんちゃんのおうちに狂犬病のお葉書が届

いていると思います。まだまだ世界的には狂

犬病は蔓延しています。しっかり予防しま

しょう。持病があるわんちゃんはかかりつけ

病院で打つかどうか確認し、いつもの病院で

打つほうが安心です。集合注射を予定してい

る方は下記にご注意ください！！

• 注射のとき犬を制御できる方がいく。

• 大勢の人、犬が苦手な子は動物病院で。

• フレキシブルリード(※)はやめ、手首にま

けるリードで。

• 首輪のすっぽぬけ、脱走注意！

• 注射が終わったら速やかに帰宅。

• うんちおしっこは掃除する！

• リュックやキャリーでも、犬に首輪とリー

ドはつけておく。

※伸縮するリード。集合注射では不向き！

この時期、どこの動物病院でもあ
るあるなお得情報(多分)！！！
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そもそもフィラリア症とは？

フィラリア症は犬糸状虫症とも言われ、蚊が媒介する寄生虫の病気です。

フィラリアに感染した犬を蚊が吸血→蚊の体内にフィラリア幼虫が取り込まれ

成長→犬を吸血した時に幼虫が侵入→皮膚、筋肉を脱皮しながら成長→血管に

たどり着くと急速に成長しながら心臓の肺動脈に寄生→メスのフィラ

リアがミクロフィラリアを産む。大量に心臓に寄生すると右心不全、肝臓腎臓

にも影響し、死に至る病気です。かつては犬は外飼育され、予防法もなかった

ので、蚊に刺される夏を繰り返すたびフィラリアは大量に寄生し、犬の平均寿

命は7歳くらいと言われていました・・。

フィラリア症予防薬はズバリ、虫下し

です。蚊に刺されること、フィラリアに感

染することは防ぐことはできません！しか

し、月に一度、フィラリア症予防薬(虫下

し)を投薬することで、フィラリアの幼虫

が成虫になる前に、駆除することができる

のです。フィラリア症は、フィラリアの成

虫が心臓に寄生することで発症します。そ

の予防とは、『月に一度虫下しすることで、

フィラリアの幼虫を駆除すること。』なの

です！よく、フィラリアのお薬は「蚊がい

なくなってから1ヶ月後まで」と言われま

すが、蚊に刺されたあと、幼虫を駆除する

のですから、当然ですね。

現在、フィラリアのお薬は様々なタイプ

がありますので獣医さんとよく相談してく

ださいね。そして最後１２月まで忘れずに。

フィラリア症のお薬とは？

ポラン動物病院
03-6904-5456
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